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せ

挨

拶

彗

長

梶

丼

正

美

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
当

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
は
、
労
働
力
人
口
が
年
々
減
少
す
る

一

方
で
、
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い
る
中
に
あ

っ
て
、
当

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
、
新
し
い
観
点
に
立

っ
て
事
業
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の

一
つ
に
、
少
子
高
齢
化
に
伴

っ
て
起
き
て
い
る
社
会
現
象
に
対
応
す

る
事
業
に
着
目
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
高
山
祭
り
行
事
が

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

今
、
高
山
中
が
沸
き
立

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
支
え
る
た
め
に
は
多
く
の
人
員

が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
不
足
人
員
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
人
口
減
少
に
伴
う
空
き
家
の
管
理
事
業
や
、
墓

地
の
管
理
事
業
、
農
業
放
棄
に
伴
う
遊
休
地
を
利
用
し
た
農
園
事
業
、
今
後
も
増

加
す
る
高
齢
者
介
護
に
伴
う
介
護
職
員
支
援
事
業
、
保
育
士
不
足
に
伴
う
支
援
事

業
等
々
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
若
年
労
働
者
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
、
会
員
の
会
社
等

へ
の
派
遣
事

業
は
、
今
後
大
き
な
ウ

ェ
イ
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
会
員
に
生
き
が
い
就
労
を
提
供
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
が
、
も
う

一
つ
の
大
き
な
役
割
は
地
域
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
本
年
度
も
く
れ
ぐ
れ
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
て
、
無
事
故
で
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ず
」
挨

拶

国

市
長

國

島

芳

明

初
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
ｔ

日
頃
は
、
高
山
市
政
の
発
展
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
ｔ

公
益
社
団
法
人
高
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の

希
望
に
応
じ
た
就
業
の
確
保
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会
員
の

皆
様
の
長
い
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
能
や
知
識
を
活
か
し
た
、
社
会
参
加
活
動
を

幅
広
く
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
、敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
き
て
い
る
中
で
、
皆
様
方

の
活
動
は
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「生
涯
現
役

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
砲

高
山
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
年
度
、
地
域
経
済
の
ヒ
ト
、
モ
ス

カ
ネ
の
流
れ
を

客
観
的
に
把
握
す
る
地
域
経
済
構
造
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
特
性
や
強
み
を

活
か
し
た
効
果
的
な
施
策
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
ｔ

今
後
と
も
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
充
実
や
雇

用
環
境
の
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、生
涯
現
役
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、貴
セ
ン

タ
ー
と
一体
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
ｔ

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、多
様
化
す
る
業
務
に
精
励
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
高
山
市
の
元
気
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
屯

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
吉同
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
益
々
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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交
通
安
全
講
習
会
＆

会
員
の
つ
ど
い

平
成
二
十
九
年
二
月
四
日
　
ひ
だ
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

近
年
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や
逆
走

な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
連
日
の
よ
う
に
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
九
年
二
月
四
日
、
ひ
だ
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
に
て
、
飛
騨
自
動
車
学
校
校
長
を
講

師
に
招
き
交
通
安
全
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
本
一広
く
、
公
共
交
通
機
関
の
少
な
登
局

山
市
で
は
車
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
手

段
で
す
）加
齢
と
共
に
反
射
神
経
や
動
作
の
衰

え
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
こ
う
し
た

講
習
会
を
通
じ
て
、
身
体
能
力
２
哀
え
を
自
覚

し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
る

こ
と
で
事
故
は
大
幅
に
避
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

に
と
っ
て
大
変
和
や
か
で
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

互
助
会
最
大

の
事

業
で
あ
る
会
員
の
つ

ど
い
に
は
、
和
太
鼓

や
踊
り
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
、一豪
華

賞

品

の
あ
た
る
福

引
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
る
つ
ど
い
と

な
り
ま
し
た
。

交通安全講習会

余興で勇ましい和太鼓の熱演

大
変
ユ思
主我
の
あ
る
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

　

一

麹

礼

⑫

拶

鶴

懺

またヽ請場例である会員のつどいが、言目四十九名　一　・・・・一， 一一一一一一一一一一一一一一一一一

の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
現
役
を
退
い
た
高
齢
者
の
社

会
参
加
と
、
地
域
へ
の
貢
献
や
地
域
の
活
性
化
に
一役

　
一　
　

例
年
よ
り
遅
れ
た
春
の
お
と
ず
れ
な
が
ら
、
晴
天
に

を
担
っ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
会
員
で
す
が
、
日
頃
、
な
か
な

か
会
え
な
い
人
や
、
ゆ
っ
く
り
話
す
機
会
が
な
い
会
員
　
】

恵
ま
れ
た
ゴ
ー
な
ア
ン
ウ
イ
ー
ク
は
春
色
真
っ
盛
り
で
、

　̈
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
記
念
行
事
Ｑ

高
山
祭

屋
台
総
曳
き
揃
え
な
ど
大
賑
わ
い
を
み
せ
、
観
光
ガ
イ

ド
さ
ん
の
活
躍
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
施
設
や
伝
統
文
化
が
今
に
息
づ
い
て
い
る

町
並
み
を
、
「お
も
て
な
し
案
内
人
」
の
愛
称
で
、
素
朴

さ
と
親
し
み
を
も
っ
て
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ガ
イ
ド
班
は
総
勢
二
十
一名
の
登
録
で
す
が

お
客
様
の
旅
の
思
い
出
と
な
る
、
ふ
れ
あ
い
と
ぬ
く
も

り
を
大
切
に
し
た
ガ
イ
ド
が
と
て
も
好
評
で
す
）

皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

古い町並みでのガイ ド
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私
達
シ
ル
バ
ー
の
最
大
の
関
心
事
は
「健
康
の
維

持
」
で
な
い
で
し
ま
つ
か
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
体
力
を
維

持
し
、
心
身
と
も
健
康
に
す
る
最
も
手
軽
に
行
え
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
同
好
会
は
今
年
で
七
年
目
を
迎
え
、会

員
は
二
十
五
名

で
す
。
四
月
か
ら

十

一
月

の
第

二

火
曜

日
・
第

四

火
曜
日
に
集
合

場
所
に
集
ま
っ

た
会
員
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
出
欠

席
は
自
分
の
都

合

で
自
由
に
出

来
ま
す
ピ

ー
ス

は
高
山
市
指
定
の
「高
山
健
康
づ
く
リ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
」
や
、
弁
当
持
参
で
小
坂
の
滝
、
天
生
湿
原
、
上

高
地
、
池
が
洞
湿
原
な
ど
、
近
隣
地
域
の
自
然
豊
か
な

コ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
蔦

ま
た
帰
り
に
は
各
地
の
温
泉
で
汗
を
流
し
て
き
ま

ヰ乳
四
季
を
感
じ
な
が
ら
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

健
康
に
感
謝
し
、
一緒
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
せ
ん
か
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
同
好
会
　
内
木
　
首
〓

一着
付
け
日
好
喜

一
一一一
一

，
一一

一

一一一一．一．一一．一一一一一一・一
一一．一一一．
一・・・一一・．一．．．．・一．
．・
一一一一一．一・．一．一一一一一一一．一・一一．一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一・．．

梓
は
和
服
に
お
け
る
正
装
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は

武
士
の
最
礼
装
と
さ
れ
、
百
姓
や
町
人
に
も
祭
礼
な
ど

で
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
現
在
で
も
祭
礼
や
伝
統

芸
能
な
ど
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
好
会
発

足
当
時
か
ら
習
い
始
め
た
株
の
着
付
け
は
、
近
年
高
山

陣
屋
や
一般
の
着
付
け
で
、
身
に
付
け
た
成
果
を
発
揮

す
る
場
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

高
山
陣
屋
で
は
特
別
な
催
し
な
ど
で
株
を
着
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
着
付
け
の
依
頼
が
多
く
な
っ
て
い
ま
砲

■キ鼈
=■

暖化と異常気象
このところの日本列島は異常続きである。

猛烈な夏の酷暑や全国各地に発生する時間雨

量 100ミ リを超す豪雨が猛戚を振るい、各地で

甚大な被害が発生していま魂 この異常は地球

規模で発生していますが、その原因は、18世紀

半ばからの産業革命以来、二酸化炭素(C02)の
大量放出によって温暖化になつたと言われてい

ま魂 しかし、近年、次のようなことがわかって来

ました。グリーンランドや、南極の氷床(何十万年

も前から堆積している氷の層)に過去の空気が

閉じ込められていて、それを分析することによっ

て、過去 34万年前までの気象がわかって来まし

た。そして、この間には現在と同じような、気温、

メタン、C02の高い時代が 4回ほどあったこと

がわかり、つのような温暖化は長い歴史で見る

と変動の範囲内であることがわかって来ました。

また、こうした温暖化は 1万年ほど続き、過去 4

千年間には、現在を上回る温暖期が繰り返し発

生していま魂 こうした不安定な異常気象によっ

て、極めて大きな自然災害が発生する恐れがあり、

地球全体の自然現象と自然科学を十分に踏まえ

た防災対策が求められていま硯

緑地公園にて花見

高山陣屋での着付け
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若
鮎
の
お
ど
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
屯

先
般
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、
新
し
ビ

事
業
計
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一十
九
年
度
の

互
助
会
の
行
事
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
ｔ

互
助
会
で
は
、
一人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
、
会
費
が
還
元
で
き
る
よ
う
に
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
、
互
助
会
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
蔦

ま
た
、
高
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
地
域
は
大

変
広
域
で
あ
る
為
、
特
に
支
所
地
域
の
会
員
の
方
が
行

事
に
参
加
し
に
く
い
と
い
つ
声
も
聞
い
て
い
ま
ｔ

出
来

る
か
ぎ
り
、
支
所
地
域
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
行

事
を
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
蔦

互
助
会
会
長
　
山
岡
　
士
口男

当
互
助
会
で
は
、
新
規
の
同
好
会
発
足
を
支
援
し

ま
蔦

皆
さ
ん
が
希
望
さ
れ
る
同
好
会
は
ど
ん
な
同
好

会
で
す
か
？
会
員
の
皆
さ
ん
と
和
気
あ
い
あ
い
の
仲
で
、

お
互
い
に
楽
し
み
な
が
ら
知
識
を
深
め
る
こ
と
の
出
来

る
同
好
会
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

将
棋
、
裁
縫
、
絵
手
紙
、
絵
画
、
習
字
、
飛
騨
の
歴
史

の
勉
強
等
々
。
同
好
会
の
加
入
申
込
書
と
一緒
に
各
シ

ル
バ
ー
事
務
所
に
、
希
望
を
記
入
す
る
用
紙
を
置
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
の
希
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
山
市
国
分
寺
境
内

で
は
、
平
成

十
八
年
か
ら
国
分
寺
商
店
街
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
「国
分
寺
八
日
市
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
ｔ

五
月
か
ら
十
月
の
毎
月
八
日
に
行
わ
れ
る
昔
な
が

ら
の
市
場
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
互
助
会
で

も
、
「国
分
寺
八
日
会
同
好
会
」
と
し
て
こ
の
行
事
に
参

加
し
、
手
作
り
の
小
物
、
衣
類
、
農
作
物
等
を
会
員
か

ら
提
供
し
て
頂
い
て
店
を
出
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

一昨
年
か
ら
販
売
す
る
商
品
が
品
薄
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
出
店
を
見
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
八
日
市
は
地
域
の

方
は
も
と
よ
り
、
観
光
客
に
も
人
気
の
あ
る
市
場
で
す

の
で
、
是
非
と
も
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
ｔ

そ
こ
で
、
商
品
を
出
し
て
頂
け
る
方
、店
を
手
伝
っ
て

頂
け
る
会
員
の
皆
様
を
探
し
て
い
ま
ｔ

事
務
所
に
申
込
用
紙
を
準
備
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
ｔ

商
品

・
の
販
売
収
益
は
、
商
品
を

出
し
て
頂
い
た
方
の
収
入
に
な
り
ま
ｔ

☆
平
成
二
十
九
年
度
互
助
会
通
常
総
会

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
六
日
⑥

於
　
一局
山
市
民
文
化
会
館

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

★
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

一

第

一
回

（終
了
）
　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
日
③

予
定
通
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

次
号
で
大
会
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第
二
回
　
平
成
二
十
九
年
十
月

（予
定
）

於
　
丹
生
川
ひ
ろ
の
公
園

会
費
　
一
一〇
〇
円

表
彰
は
、
男
子
、
女
子
別
に
行
い
ま
す
。

飛
び
賞
も
沢
山
準
備
し
ま
す
。

★
手
筒
花
火
大
会
翌
日
の

宮
川
河
川
敷
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

平
成
二
十
九
年
八
月
十
日
肉

於
　
手
筒
花
火
大
会
会
場
の
弥
生
橋
周
辺

★
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
物
回
り
の
雪
囲
い
、
撤
去
作
業

剪
定
班
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
作
業

☆
平
成
三
十
年

〈
不
員
の
つ
ど
い

平
成
三
十
年

一
月
下
旬
予
定

★
検
討
中
の
行
事

一
、
会
員
の
作
品
展

二
、
支
所
地
域
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
行
事

二
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

こ
ん
な
同
好
会
が
あ
れ
ば
い
い
な
ノ
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去
る
五
月
二
十
六
日
、
高
山
市
民
文
化
会
館
に
お

い
て
公
益
社
団
法
人
高
山
市

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン

タ
ー
の
定
時
総
会
が
出
席
者
五
七
〇
名

（内
委
任
状

四
八
〇
名
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
事

第

一
号
議
案
　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告
の
件

第
二
号
議
案
　
定
款
変
更
の
件

第
四
号
議
案
　
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
の
件

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し

た

。

平
成
二
十
九
年
度
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
齢
者
の

活
躍
の
場
の
創
出
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
長
年
培

っ

て
き
た
経
験
や
知
識

◆
技
術
を
活
か
し
て
社
会
の

一

員
担
い
手
と
な

っ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
役
わ
り
は

一
層
重
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
会
員
の
皆
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
、
信
頼
さ

れ
る
シ
ル
バ
ー
を
構
築
し
、
就
業
機
会
の
確
保
と
地

域
社
会
の
支
え
手
と
な
る
よ
う
事
業
計
画
に
基
づ
き

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

高
齢
者

の
運
転
免
許
証
更
新
忘
れ
が
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た‐
し
ま
す
。

国
府
事
務
所

林

勲

丹
生
川
事
務
所

砂
　
畑
　
正

会
員
の
皆
様
の
就
労
や
互
助
会
活
動
を
中
心
に

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
日疋
非
と
も
皆
様
の
こ

意
見
、
ス」
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

次
号
で
は
新
た
な
角
度
か
ら
編
集
を
企
画
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
連
絡
は
事
務
局
ま
で

森

　

美
智
子

・
都

竹
　
正

子

鈴

木

絹

子

・
石

浦

清

美

退
職
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

国
府
事
務
所
　
　
尾
　
ユ削
　
を歪
二
郎
　̈
一

理膊
烏
魏
簾

「

｀`・‐``や`~―・――

今後の配分金支払日
就業月 支払日

平成29年 4月 分 平成29年  5月 15日帽)

5月 分 6月 15日 lbl

6月 分 7月 14日⑥

7月 分 8月 15日ひ0

8月 分 9月 15日⑥

9月 分 10月 16日個)

10月 分 11月 15日 17Kl

11月 分 12月 15日0
12月 分 平成30年  1月 15日帽)

平成30年  1月分 2月 15日囚

2月 分 3月 15日の

3月 分 4月 16日帽)

編
集
後
記


